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(α tt b)×C=α×C tt b×c
が成 り立つ。


















































































































































































証明 κ∩κ′∋α,bとする。κ ∋α,らなので、κ ∋α+0,αbである。ま
た K′Dα,らなので、κ′∋α tt b,αである。よつてK∩K′∋α tt b,αと
なる。つまりκ∩κ′は加法、乗法で閉じている。
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第1章 体に関する基本理論                  14
となり、κ(α)はκの元とαを含み和と積で閉じているので、∫(α),g(α)は





























一方、ι⊃κ,L∋αは明らかだから、Lが体であればκ(α)⊂Lとな      。
り、K(a)=五となる。以下、Lが体であることを示す。















































体は加法、乗法の2つの演算を持つ集合なので、体の間の写像 として      '
これ ら2つの演算を保存するような写像が重要となる。        '
定義 1.4.lκ,五を体 とする。写像 φ:κ→ 五が任意の α,|∈κ につ
い 口〔、























φ(-1)=-1        (1.3)
である。いま、φ(α)=φ(b)と仮定すると、φ(α)+φ(-1)φ(b)=0な
のでφ(α―b)=0である。いま仮にα≠bとすると、


























































































































































































器×器=誌粥     面
と定めたときこれらはwel卜deinedであり、Q(″)は体となる。
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C(″)  σ(″).   d(″)♂(″)
つまり、
α(")b′(″)=α′(″)b(″)           (1・6)
C(″)αl(″)=び(″)α(″)           (1,7)
ならば、
α(″)α(″)十b(″)C(・)α′(″)α′(″)+b′(″)C′(・)














α(″)b′(″)α(・)α′(″)=α′(″)b(″)α(″)♂(Z)      (1.8)
である。また、式(1.7)より、







b(″)α(″)            b′(″)α′(π)





















































































































































ν写十νり 桁 ― ψ
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定理 2.1.3有理凸多角形Pが直角三角形 △と相似な三角形に分害1でき
るならば、△の直角でない内角αについてcot αがQ上代数的かつ cot α
の最小多項式の実根がすべて正となる。




























































定理 2。2.3有理凸多角形Pは三角形 △1.…△Ⅳに分割 され るとし、プ=
1.…Ⅳに対して、△′の内角をα′,島,ηとする。このときt有理数体Q
に cot αl,cot βl,COt範,….,COt αⅣ,COt βN,COt γNを付 加 し た 体 を
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または







_とFにl        cot(Σa)
を=1
COtのEa)=oならτ tt θ=西&=,十π支(整数)である。この
































を0とする。                         ′
2.任意の
"∈


















































































F=Q(COt αl,cot βl,COt範:・・・,COt αAr,cot βⅣ,cot γハ「)
とおく。このとき、min X<″1 mⅨχ となる■1∈Xに対して


























し ~″ 2=50(″ 1-ν l)二 S3(″1-ν l)=一 SIZl二 ″ 1)一 (―Sο (Zl=χ l))


































lX l ui)  (X lVk)
でぁ2。 Zj―α,Zじ1-例は△じの辺の傾きなので、鶴j~α―γを1-α






(Xl ui_1) (Xl Vk_〕
図 2.13:△を, れ+たの頂点座標
同様に、                         '
υれ+た~υれ+た-1=(υれ+た一Z力)十(Zカ υーη十た1)













'                           □
定理 2.4.2有理凸多角形Pは△1.…△Ⅳに分割されるとし、△プの内角を
αル島,飾(プ=1・…Ⅳ)とする。このとき、













































を=1            た=1
が成 り立つ。
ここで、Σ〕Sを(πr一νを)もΣ〕ιん(作―″r)もんの元なので、どちらも





を=1                       た=1
















第2章 凸多角形の三角形へ分割したときの座標         48
証明 直角三角形の1つの鋭角をαとするため、直角三角形の内角はα,3-








































































































″1=0かつ″lν2>″2νl       (3.3)
が成 り立つことに同値である。
図 3.3:zl=0のとき
































































































































































































































































































補題 3.3.2有理凸多角形Pは三角形 △1.…△Ⅳに分害Jされ るとし、プ=
1.…Ⅳ に対 して、△プの内角をα′,島,%とする。
有理数体Qにcot αl,cot βl,COt γl,,…,COt αⅣ,cotβⅣ,cot η術を付加し
た体を
































































定理 3.3.3有理凸多角形Pは三角形 △1,…△Nに分割 されるとし、」〒
1,…Ⅳに対して、△プの内角を%,島,%とする。
第3章 有向三角形に沿った積分と主定理の証明         62
有理数体Qにcot αl,cot βl,COt γl,・…,COt αⅣ,cot βⅣ,cot 7Arを付力日し
た体を
F=Q(COt al,cot βl,COt～1,・… ,COt αⅣ,cot βⅣ,COt γN)
とおき、φ:F→Rを中への同型とする。

































































うに涯二本票をとる。 このとき、 cot 30°==νa  cot60°==洗i  COt9oO=1
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